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　夕暮れから夜へと移り変わる時間、音楽や灯籠の灯りが湊町を幻想
的な雰囲気で包みます。夏の終わりを彩るイベントに出かけてみませ
んか。� Ü新潟市歴史博物館みなとぴあ（☎225-6111）

　ライトアップされたみなと
ぴあをバックに、各出演者が
生演奏の音楽ステージなどを
披露します。
時　間　午後６時～８時　
　　　　※雨天中止
会　場　みなとぴあ芝生広場

　地域の人たちが作った“あかり”がみなとぴあ周辺を彩ります。当日
は会場で灯籠を作ることができるほか、フルートのミニライブも楽し
めます。
時　間　午後６時～７時45分　※雨天中止
会　場　みなとぴあ四

よ ん

間
け ん

堀
ぼ り

・芝生広場・旧新潟税関庁舎前

◀▲昨年開催時の様子昨年開催時の様子▶

みなと・しもまち・川祭り2026

第19回夕涼みコンサート
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　８月は花火やろうそく、線香など裸火
の使用が多いことから、火災の発生を未
然に防止する目的で「夏季火災予防強調
期間」を実施しています。

● �花火で遊ぶときは、建物の近くで
は行わないようにしましょう

● �ろうそくや線香を使用していると
きは、その場を離れる前に必ず火
を消しましょう

● �火を使う際は、衣服の袖や裾が火
に触れないように注意しましょう

● �火を使った後は、後始末をしっか
り行いましょう

Ü中央消防署予防課（☎288-3119）

　新潟まつり大民謡流し開催に伴う交通規制のため、一部の路線は「市役所前」「古町」
「万代シテイ」「新潟駅」等を始終点として区間運休します。その他の路線（県内高速バス
を含む）も迂回運行によりバス停を休止する路線があります。ご不便をおかけしますが、
ご理解のほどお願いいたします。
⃝期　間　８月７日（金）　18：15～21：00頃
⃝区間運休する主な路線
「市役所前」始終点
　信濃町線、西小針線、有明線、大野・白根線（東青山経由）
「古町（鍛冶小路）」始終点
　浜浦町線、大野・白根線（県庁前経由）、鳥屋野線
「万代シテイ」始終点
　空港・松浜線、河渡線、八千代橋線、柳都大橋線、新大病院線、上所線
「新潟駅」始終点
　大形線、牡丹山線、竹尾線、石山線（東明）、山二ツ線、京王団地線、亀田・横越線 など

　なお、８月８日（土）・９日（日）もまつり行事（住吉行列、花火大会）のため、
一部の路線で迂回運行します。詳しくは新潟交通ホームページを確認して
ください。� Ü新潟交通バスセンター案内所（☎246-6333）

８月７日（金）に路線バスの
区間運休と迂回運行を実施

　市報にいがた・区役所だよりは、毎月第１・３日
曜の新聞に折り込んで届けていますが、新聞未購読
で希望する世帯には戸別に配送しています。
Ö電話で市役所コールセンター（☎243-4894）
または地域課（☎223-7035）へ

新聞を購読していない方へ
市報にいがた・市報にいがた・
区役所だよりは区役所だよりは

戸別に配送できます戸別に配送できます
　地域の魅力や活動を発信して
います。ぜひフォローしてお出
かけの参考にしてください！

中央区公式中央区公式
インスタグラムインスタグラム

新潟市中央区役所【公式】新潟市中央区役所【公式】
（＠niigatashichuoku）（＠niigatashichuoku）

新潟市

火災が発生しないように守ってほしいポイント火災が発生しないように守ってほしいポイント

夏季火災予防強調期間実施中！夏季火災予防強調期間実施中！
お盆も火の用心！お盆も火の用心！

折り紙の船がつないだ出会い
　７月18日、下本町商店会（フレッシュ本町）のコミュニティスペース「灯

とも

り場
ば

」で、
新潟柳都中学校のチャレンジ部「まちラボ」がワークショップを開催しました。「ま
ちラボ」は、中学生が地域の祭りや活動に参加し、
地域から学び、関わる楽しさを知る部活動です。今
回の企画では、生徒たちが準備から運営まで主体と
なって取り組み、当日は参加者との交流を楽しみま
した。

　参加者は、中学生に教わりながら折り紙で船を折
り、好きな漢字とその理由を書き込んで「灯り場」の
壁に貼り付けました。湊町として栄えたしもまち地
域にちなみ、船が集まる港をイメージした企画で、
会場には参加者一人ひとりの思いを乗せた船が並び
ました。

　活動を終えた五
ご

幣
へい

奏
かな

太
た

さんは「人によって選ぶ漢字に個性があ
り、そこから連想ゲームのように話が広がって楽しかったです」
と企画を振り返りました。また、河原夕

ゆ

月
つき

さんは「しもまちの人
たちの温かみに触れられた一日でした。改めてこのまちが大好
きになりました」と笑顔で話しました。
　チャレンジ部の顧問として、生徒たちと一緒に企画を運営した
近藤潤さんは「今回の活動が、普段の学校生活では関われないよ
うな人たちとの会話のきっかけになればうれしいです。これか
らも生徒たちの自由な発想で地域の日常の景色を彩ってほしい
です」と話します。中学生のアイデアから始まったワークショッ
プは、世代を超えた新たな交流を生み出しました。

出会いから広がる学び

▲完成した船を張り付ける参加者

▲参加者との会話を楽しむ中学生たち

折り紙の船に思いを乗せて
しもまちを

盛り上げるため、
これからも活動
していきます！

中 し学 も生 ま ち

地域のこどもたちと
交流できて

うれしかったです！
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